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一般会計決算討論
　９月 23 日の本会議において賛成者多数で認定した「平成 27 年度一般会計決算」に対する討
論の要旨は、以下のとおりです。

賛成【公　明　党】 反対 【日本共産党】
　

反
対
す
る
理
由
は
、
第
一
に
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
財
源
の
た
め
に
、
市

民
犠
牲
強
行
と
市
民
要
求
抑
制
型
の
極
端
な
財
政
運
営
が
一
層
進
め
ら
れ
た
こ

と
。

　

第
二
に
、
行
財
政
運
営
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
彩
都
開
発
や
安
威
川
ダ
ム

建
設
、
新
名
神
高
速
道
路
等
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業
の
見
直
し
も
さ

れ
ず
、
漫
然
と
進
め
ら
れ
た
こ
と
。

　

第
三
に
、
解
同
優
遇
行
政
が
是
正
さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
依
然
と
し
て
温
存

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　

第
四
に
、
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
見
舞
金
の
廃
止
や
さ
ら
な
る
公
立
保
育
所

民
営
化
等
、
ビ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
称
し
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
、

市
民
犠
牲
を
一
層
、
激
烈
に
推
進
し
た
こ
と
。

　

第
五
に
、
木
本
市
政
の
も
と
で
、
出
張
復
命
が
文
書
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

事
例
等
、
職
務
怠
慢
が
見
ら
れ
た
こ
と
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

　

賛
成
す
る
理
由
は
、
第
一
に
、
子
育
て
支
援
策
の
推
進
と
し
て
、
学
童
保
育

の
拡
充
、
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
保
育
施
設
の
整
備
補
助
、
子
ど
も
医
療
費

の
助
成
等
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

第
二
に
、
学
校
教
育
環
境
の
向
上
に
向
け
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
増
員
、
小
学
校
情
報
処
理
室
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
等
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
。

　

第
三
に
、
高
齢
者
・
障
害
者
施
策
の
充
実
に
向
け
、
活
動
拠
点
や
居
場
所
づ

く
り
、
ま
た
障
害
者
の
就
労
促
進
の
拡
充
等
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

第
四
に
、
防
災
対
策
の
強
化
に
向
け
、
岩
倉
公
園
へ
の
備
蓄
品
整
備
、
全
域

防
災
訓
練
の
実
施
等
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
構
内
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
整
備
や
（
仮
称
）
Ｊ
Ｒ
総
持

寺
駅
周
辺
の
整
備
、
彩
都
・
新
名
神
・
ダ
ム
関
連
事
業
等
の
将
来
の
活
力
あ
る

ま
ち
の
発
展
に
つ
な
が
る
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
を
着
実
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

請願第５号
　下水道使用料の引き上げの中止を求めることについて 

　９月定例会に提出された請願は、建設常任委員会の審査を経て、９月 23 日の本会議で採決の結果、次
のとおり決定いたしました。

【不採択】…………………………………

請　願

◎大阪府の子ども医療費助成と福祉医療費助成の拡充を求める意見書
◎返済不要の給付型奨学金の創設及び無利子奨学金の拡充を求める意見書
◎無年金者対策の推進を求める意見書 
◎子どもを性被害から守るための法改正と対策を求める意見書

　９月定例会で可決された意見書を関係機関に送付しました。

可決された意見書

……………………… 【原案可決】
【原案可決】
【原案可決】
【原案可決】

…………………
………………………………………………………

……………………………


